
          

 

令和５年度 第１回 印西市公民館運営審議会 会議録 

 

１．開催日時  令和５年６月２０日（火） 

           午後１時３０分～午後３時３０分まで 

２．開催場所  印西市立中央公民館 ４階 視聴覚室 

３．出席委員  １３名 

佃委員、嘉藤委員、富井委員、松山委員、矢野委員、畑中委員、豊田委員、 

長尾委員、美馬委員、常光委員、中嶋委員、白井委員、小泉委員 

４．欠席委員  ３名 

５．事 務 局   大木教育長、飯島生涯学習課長、飯塚生涯学習課推進係長、浅山中央公民館長、 

石井小林公民館長、土井印旛公民館長、内藤本埜公民館長、木村中央駅前地域交流館長、

豊田そうふけ公民館主査、糸賀中央公民館主査、石鍋中央公民館主査補 

６．傍 聴 人  ０名（定員５名） 

７．議  事  報告事項 

（１）令和４年度公民館・交流館事業報告について 

（２）令和５年度公民館等事業計画について 

（３）その他 

８．会 議 録  

進行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進行 

 

 

 

 

それでは、令和５年度第１回印西市公民館運営審議会を開催させていただきます。 

本日の会議に際し、門脇委員、泉水委員及び油原委員より欠席の連絡が入っており

ますので、ご報告申し上げます。 

従いまして、本日の出席委員は１３名でございます。 

印西市立公民館の管理及び運営に関する規則第１５条第３項の規定により、過半

数に達しておりますので、本会議が成立しておりますことをご報告いたします。 

本会議は印西市市民参加条例第１１条第４項及び同施行規則第１１条の規定に基

づき、公開となります。また、会議の公開ということで、傍聴席の設置と会議録作成

のため、録音をさせていただきますので、あらかじめご了承くださるようお願いしま

す。なお、本日傍聴者はおりませんので、このまま進行をさせていただきます。 

また、資料の確認でございますが、先日送付いたしました、「令和４年度公民館・

交流館事業報告書『あゆみ』」及び「令和５年度公民館等事業計画」並びに本日配付

いたしました「式次第」「席次」「委員名簿」になります。 

なお、式次第につきましては、議事に（３）その他を追加いたしましたので、改め

て配付させていただきます。 

定刻となりましたので、ただ今から令和５年度第１回印西市公民館運営審議会を

始めさせていただきます。私、本日進行を務めさせていただきます、中央公民館の糸

賀でございます。よろしくお願いいたします。 

 

それでは、次第に沿って進めさせていただきます。 

「次第の２ 委嘱書交付」 

【委嘱書交付】 
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進行 

大木教育長 

 

 

 

進行 

各委員 

 

進行 

事務局 

 

進行 

 

 

 

 

 

 

進行 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

委員 

 

生涯学習課長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

委員 

 

生涯学習課長 

 

 

「次第の３ 教育長あいさつ」 

【教育長挨拶】 

 

（挨拶の後、教育長が公務のため退席） 

 

「次第の４ 委員紹介」 

【委員自己紹介】 

 

 「次第の５ 職員紹介」 

【職員自己紹介】 

 

「次第の６ 仮議長の選出」 

本日は、委員改選後最初の会議ですので、委員長及び副委員長が不在です。そこで、

委員長が選出されるまで会議の進行を行う仮議長につきましては、生涯学習課長に

お願いしたいと思いますが、皆さんいかがでしょうか。 

 

（異議なしの声あり） 

 

異議なしとの発言がありましたが、皆さんよろしいでしょうか。 

それでは、飯島生涯学習課長に仮議長をお願いします。 

飯島課長、議長席へ移動願います。 

 

それでは、委員長が選出されるまで会議の進行をいたしますので、皆様方のご協力

をお願いします。 

 

それでは「次第の７ 会議録署名委員の指名」ですが、今回は畑中委員を指名させ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

はい。 

 

 続きまして「次第の８ 委員長及び副委員長の選出」ですが、委員長・副委員長に

つきましては、印西市立公民館の管理及び運営に関する規則第１４条第２項に「委員

長及び副委員長は、委員の互選とする」となっております。 

 

まず委員長の選出を行います。 

自薦、他薦、どなたかいらっしゃいましたらお願いします。 

 

委員長に常光委員を推薦します。 

 

ただ今、委員長に常光委員の推薦がございましたが、 

みなさま、いかがでしょうか。 
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生涯学習課長 

 

 

 

進行 

 

 

 

 

委員長 

 

進行 

 

議長 

 

 

委員 

 

議長 

 

 

議長 

 

 

 

 

議長 

 

 

副委員長 

 

議長 

 

 

 

中央公民館長 

 

 

 

 

（異議なしの声あり） 

 

それでは、委員長については、常光委員に決定いたしました。 

委員長が決定いたしましたので、仮議長の任を解かせていただきます。 

ご協力ありがとうございました。 

 

ただ今、委員長に常光委員が選出されましたので、印西市立公民館の管理及び運営

に関する規則第１５条に基づき、常光委員長に議事の運営をお願いいたします。議長

席に移動願います。 

ここで、常光委員長からご挨拶をお願いいたします。 

 

【委員長挨拶】 

 

ありがとうございました。それでは引き続き進行をお願いします。 

 

それでは、副委員長の選出を行います。自薦、他薦等どなたかいらっしゃいました

らお願いします。 

 

副委員長に中嶋委員を推薦します。 

 

ただ今、副委員長に中嶋委員の推薦がございました。 

その他、ございませんか。 

 

無いようですので、ここでお諮りしたいと思います。 

副委員長に中嶋委員の推薦がございましたが、みなさま、いかがでしょうか。 

 

（異議なしの声あり） 

 

それでは、副委員長については中嶋委員に決定いたしました。 

ここで、中嶋副委員長からご挨拶をお願いします。 

 

【副委員長挨拶】 

 

それでは、「次第の９ 議事」に入ります。 

初めに、報告事項（１）「令和４年度公民館・交流館事業報告について」 

事務局より説明をお願いします。 

 

中央公民館長の浅山です。各館を代表しまして私の方から、令和４年度公民館・

交流館事業報告について説明させていただきます。 

先般、「あゆみ」を送付させていただきました。こちらは、昨年度令和４年度の

事業報告がまとめてあります。今年度、再任された委員におかれましては、昨年度

の会議の中で報告した事項であり重複した内容となってしまいますが、新規の委員
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議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もいらっしゃいますことから、改めて報告させていだだきます。 

また、新規委員におかれましても事前に目を通されて把握されている事かとも思

いますが、かいつまんで概要のみ報告させていただきます。 

特に何ページの説明という事ではなく、大枠での話とさせていただきますので、

このままの状態で聞いていただければと思います。 

まず、印西市内には、中央公民館、小林公民館、そうふけ公民館、印旛公民館、

本埜公民館、そして、中央駅前地域交流館があり、この６館にて様々な事業を展開

しております。 

大きな事業としましては、各館で実施する主催事業や、各館を利用しているサー

クルで構成される連絡協議会が主催する祭りの支援がございます。 

令和５年５月８日より新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが、第

５類感染症に変更され、現在は様々な場で活気が戻りつつあるように感じておりま

すが、令和４年度中はコロナ禍であり、各館におきましては、基本的な感染拡大防

止対策の徹底を図りながらの運営と、そういった中での利用者様の活動となってお

りました。 

実施事業の結果でございますが、まず主催事業につきましては、「健康」を共通

のテーマとしてとらえ企画し、６館全体で、６７事業を行いました。子どもから大

人まで幅広く多くの市民が楽しめるよう企画・実施し、参加者数は１万５２４１名

でございました。 

次に、サークル連絡協議会で主催されるお祭りについては、コロナ禍の影響もあ

り、中央公民館とそうふけ公民館の２館のみでの開催となり、参加者数は７１７名

でございました。 

これら事業の、各館における個々の内容や、その他、日々の生涯学習支援に伴

う、貸館業務における利用者数等については、あゆみに記載のとおりです。 

なお、小林公民館は大規模改修工事の為、令和４年１０月から令和５年９月まで

休館となっております。休館の間、小林公民館を拠点として活動していたサークル

の方々には、中央公民館など他の館を利用し活動を継続していただいております。 

以上でございます。 

 

 事務局からの説明が終わりました。内容等につきまして、何かご質問等がございま

したら挙手の上、お願いいたします。 

 

 令和５年度にも内容が被ってしまうのですが、令和４年度公民館・中央駅前地域交

流館利用者集計表を見ますと、６館の合計利用者は１５万２２４７人で、中央駅前地

域交流館が７万２８３３人、その他５館が合計７万９４１４人で、全体の割合からい

いますと、中央駅前地域交流館が４８％、その他５館で５２％という形になっており

ます。ということは、裏を返すと、人口統計上、ニュータウン・牧の原のほうの人口

がかなり多いというのがございます。 

駐車場を見ますと、中央駅前地域交流館は１１１台で利便性が非常にいいのでは

ないかと思いますが、そうふけ公民館は４４台で、その他５館の中でも２万８２１０

人でとびぬけて利用者が多くなっています。 

そうすると、データから見るとコロナが終わった後にこれから利用者も増えてい
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議長 

 

 

 

中央公民館長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

くことから、そうふけ公民館についてはかなり狭隘に思えたり、あるいは中央駅前地

域交流館においても１１１台では足りないのではないかと思えたりするのですが、

この点については、令和５年度は十分間に合うのか、ちょっと理解しがたい部分でご

ざいますので、この点についてご意見いただければと思います。 

 

 今後コロナが収まってきて利用者が増えてくるだろうというところで、その辺に

ついてどのようにお考えなのか、令和５年度の事業計画の中で報告されるのか、ご回

答をお願いします。 

 

 確認ですが、公民館と中央駅前地域交流館の利用者の差についてお話があって、そ

のあと駐車場や施設のお話がありましたけれども、私たちがお答えする内容として

は、この差は何かというところをお答えすればいいのか、今後の施設の計画とかそう

いったことでしょうか。 

 

 両方です。一つはそうふけ公民館が多いということは、印西市の人口が１１万人に

なりましたが、人口統計は印西牧の原駅あたりが増えていると。そこは若い方が増え

ているので、そういう人たちの利用者がおそらく増えてくるとになると。 

そうふけ公民館はいい場所にありますよね。噂では駐車場が狭隘で置くところが

ないという話を聞いているので、令和４年度にそういう状況であれば令和５年度は

もっと多くなるので、その辺、館長はどのように考えているのかなと。 

 それと５館の中でそうふけ公民館の利用者が多い。中央公民館よりも多い。その辺

は人口統計では当然多いところと少ないところありますから、当然職員の配置やや

りかたも組織的に変えているのではないかと思っていますが、令和４年度と令和５

年度は違うと理解しているので、それも含めてお話しいただきたいです。 

 

 まず私のほうからご説明いたします。 

 利用者数の差については、そうふけ公民館と中央駅前地域交流館の利用者数が多

いのですが、こちらは、先ほど委員がおっしゃられたように、人口の割合も当然ある

でしょうし、児童館に類似する機能が入っているということで、そちらの利用者も非

常に多く、そういった差もあると考えております。 

旧施設というか、純粋に公民館だけの機能を持っているところにつきましても、生

涯学習の推進ということで、いかに活動を盛んにしてもらうか、こちらとしてもいろ

いろ支援をして利用者数を増やしていくことを考えながら事業を展開していければ

と考えております。 

 

公民館運営と少し離れてしまうのですが、いま中央駅前地域交流館の駐車場のお

話をいただいたので、駐車場関係でご説明、ご報告がございます。 

中央駅前地域交流館は１号館と２号館がございまして、この８月から千葉ニュー

タウン中央駅圏複合施設の工事が始まります。その関係で、中央駅前地域交流館の駐

車場は８月から約１年半にわたり使えなくなります。２号館のほうを取り壊して、新

たに北総花の丘公園側のほうに芸術ホールやアートスタジオ、アートギャラリー、ミ

ニホールなど、出張所などを複合した施設が令和８年４月から開館するものができ
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委員 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

委員 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

生涯学習課長 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

ます。 

そういった関係で駐車場のほうが使えなくなるものでございまして、中央駅前地

域交流館につきましては、公民館という位置づけではなくて交流館という位置づけ

にはなりますけれども、中央駅前地域交流館の関係についても皆様にご意見をいた

だきたいと思いますが、工事の関係を皆様にご報告をさせていただきました。 

以上でございます。 

 

何か代替の部分というのは考えているのでしょうか。利用者全体の４８％という

のは大きいですよね。そこの代替を何らかの形で令和５年度の計画に沿って、また逆

に６館で本埜公民館では工事が始まるということで、そういったのも含めて検討し

なければならない部分というのはあるのかなと思うのですが。 

 

駐車場の関係につきましては、ふれあい文化館、中央駅前地域交流館に関しては民

間の駐車場をお借りするようなことを予定しておりますが、そうした駐車場確保の

件につきましては引き続き検討をさせていただきたいと思います。 

 

中央駅前地域交流館はこの後改修で新しくなるので駐車場は増えることもあると

聞いていますが、そうふけ公民館については駐車場もないのでどうするのか、民間の

駐車場をお借りするということについて具体的にお聞きしたいと思います。 

 

お答えいたします。 

そうふけ公民館に関してですが、ご利用される方の駐車場の確保というのはまだ

できていませんで、現時点で職員はそうふけ公民館の駐車場は使わずに近くの民間

駐車場を借りて停めております。ですが、やはり抜本的な解決には至っておらず、土

日は隣接する原小学校の駐車場を借りられているのですが、平日もお借りできない

かというお話をしておりますけれども、原小学校のほうでも部活や大会の関係があ

りましてなかなかお借りはできてなくて、引き続き検討をしているところでござい

ます。 

 

現状ですと、近くの大型ショッピングセンターのところを皆さん借りて利用して

います。 

 

その回答は１０月にはご報告いただけますか。 

 

検討した結果についてはご報告をさせていただきます。 

 

その他、何かございませんか？ 

質疑等が無いようですので、報告事項（１）「令和４年度印西市立公民館及び交流

館事業報告について」は、終了いたします。 

 

続きまして、報告事項（２）「令和５年度公民館等事業計画について」事務局の説

明を求めます。 
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中央公民館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

中央公民館長 

 

議長 

 

 

 

 

令和５年度公民館等事業計画について、こちらにつきましても、私の方から説明さ

せていただきます。 

「あゆみ」と共に送付させていただきました、「令和５年度公民館等事業計画」に

記載の内容となりますが、昨年度の会議において承認をいただいたものとなってお

ります。 

こちらにつきましても、かいつまんで概要のみ報告させていただきます。 

１ページに記載しておりますが、公民館・地域交流館は市民の為に、教育や学術、

文化などの事業を行う事で、市民の教養の向上と、健康の増進、また情緒を豊かにす

ることを目指し事業を展開しております。 

「主催事業」「団体育成事業」「個人学習支援事業」及び「貸館事業」の４つを大

きな柱として実施し、生涯学習の推進を図っております。 

この中でも特に大きな柱である「主催事業」について、説明させていただきます。 

令和５年度は、各館共通で「生活」をテーマに掲げ事業を実施いたします。 

市民のために実際の生活に即した教育及び文化などの事業を行い、市民の教養を

向上させ、健康を増進し情緒を豊かにすることを目指すものです。社会や地域での課

題・要望等を捉え、講義や体験など様々な形式によって各種事業を展開いたします。 

事業計画でございますが、主催事業につきましては、「生活」を共通のテーマとし

てとらえ企画し、６館全体で、７２事業を予定しております。子どもから大人まで幅

広く多くの市民が楽しめるよう実施し、参加対象者数は約４万名を予定しておりま

す。 

先ほども述べましたが、「知」教養、「徳」癒し、「体」健康のバランスを考慮し、

地域の特色を生かした内容となるよう配慮し、「聞いて、遊んで、作って、体験して」

様々な形式により楽しく学び、「生活」が潤いますよう生涯学習の支援として事業を

実施していきます。 

各館における事業計画の個々の内容については、「令和５年度公民館等事業計画」

に記載のとおりです。 

なお、小林公民館は大規模改修工事の為、令和５年９月まで休館となります。 

また、本埜公民館におきましては、大規模修繕工事の為、令和５年１０月から令和

７年３月まで休館となります。休館の間、本埜公民館を拠点として活動していたサー

クルの方々には、中央公民館など他の館を利用し活動を継続していただきます。 

以上でございます。 

 

いま全体のお話をされたと思いますけれども、各館の事業計画についてご報告は

ないでしょうか。 

 

個々にご説明したほうがよろしいでしょうか。 

 

個々に聞いたほうがいいのではないでしょうか。いかがでしょうか皆さん。各館そ

れぞれ事業内容が若干違うと思いますので、特徴があると思いますのでよろしくお

願いいたします。 
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小林公民館長 

 

 

 

 

まず中央公民館ですが、当初計画では、「子ども対象事業」を４事業、「大人対象

事業」を５事業、「共催事業」を２事業の全１１事業、２４講座を計画しております。 

「子ども対象事業」では、新規事業で「親子 SDGs 学習ゲーム体験会」を企画して

おります。こちらは、ソフトバンクの社会貢献事業の活用で、「ゲットザポイント」

というカードゲームを通して、SDGs について、親子で学ぶものです。 

職員がデモンストレーションを行いましたが、大人でも思慮を深められる内容と

なっております。 

「子ども工作教室」は、前回の審議会でご助言いただきましたとおり、創作講座「彩

のあるくらし講座」の子ども対象事業では、わかりにくいことから、単独の子ども対

象事業といたしました。 

「子ども科学教室」は、関東電気保安協会により、工作だけでなく、電気の安全と

省エネについても学べる内容を企画しております。 

「冬休み書き初め教室」は、対象を中学生までとし、実施日も、冬休み前半と後半

の２回として、応募状況を考察したいと考えております。 

「大人対象事業」では、シニア世代対象の「いきいきカレッジ」を継続いたします

が、内容の見直しをし、一般の方も参加できる公開講座も組み入れました。 

「体験講座 マットスに挑戦！」は、新規事業で、筑波大学の大蔵教授が開発した

脳トレエクササイズ「マットス」をソフトバンクと共同で実施する社会貢献事業の活

用です。当日は、ペッパー君が来て、ルール等の説明をしてくれますので、「マット

ス」の楽しさと相まって、大いに盛り上がることを期待しております。 

「手賀沼講座」は、継続事業です。地域の身近な環境について学ぶ講座ですが、内

容がコアなものもありましので、見直しをし、回数を減らしました。 

 創作講座「彩のある暮らし講座」も継続事業で、クリスマスやお正月向けに自然の

素材を活用した工作を企画しております。 

 「わたしと家族の相続講座」は、新規事業で、これまで事業を実施していなかった

１月に３回シリーズで企画しております。明治安田生命の社会貢献事業の活用です

が、オプションとして、中央公民館の利用サークルに協力をお願いし、希望する方の

遺影撮影会を検討しております。以前のみなづき祭で、遺影撮影会を実施していたそ

うです。 

共催事業の「手賀沼船上親子観察会」は、手賀沼流域フォラームと共催の継続事業

です。令和４年度の経験から、定員は減らしております。 

「Let’sサークル体験 夏休みは公民館へ GO!」は、新規事業で、中央公民館利用

サークル懇談会と共催で、夏休みに企画しております。サークルへのアンケートでも

実施希望が多く、サークルにより、受入れ方は異なりますが、小中学生との世代間交

流ができればと考えております。 

以上が、中央公民館の令和５年度の事業計画でございます。 

 

続きまして、小林公民館は、資料の６ページ及び７ページをご覧ください。 

令和５年度は、８月末まで保全改修工事、９月に備品等の搬入作業を行いますこと

から、１０月より施設を開館する予定でございます。 

当初事業計画は、１１月から大人対象事業５事業を計画しております。 

まず、「フラワーアレンジメント講座」ですが、心豊かな充実した花のある生活空
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印旛公民館長 

 

 

間を楽しむことを目的に１１月・１２月の２回開催する予定でございます。 

次に、「リンパセラピー講座」ですが、リンパの知識を学びながら健康な体づくり

を体験していただくもので、１２月に２日開催する予定でございます。 

次に、「ピラティス講座は、例年、１コース２日で２回開催しておりますが、昨年

度に引き続き、今年度も１回の開催とし、１月の２日で胸式呼吸を用いながらストレ

ッチを中心とした動きでインナーマッスルを鍛えながらバランスのとれた健康的な

身体づくりを学んでいただきます。 

次に、「終活講座」ですが、多くの皆様が気にされている相続、生活の締めくくり

を考えていただく機会を提供できればと思い、２月に３回実施する予定でございま

す。 

次に、「みんなでつくる！小林アンプラグドミニミニコンサート」は、１１月から

２月まで計８回開催し、市民団体への発表の機会、地域住民への地域交流の場を提供

する予定でございます。 

なお、子ども対象事業につきましては、例年７月から８月の頃に行っていますこと

から、５年度は計画しておりません。 

以上が、小林公民館の令和５年度の事業計画でございます。 

 

そうふけ公民館につきましてご説明いたします。 

「子ども対象事業」では、「なんでもチャレンジャーズ」につきましては、令和２

年度から新型コロナウイルス感染症のため中止していたものですが、令和５年度よ

り復活することとし、全４回を予定しております。 

「科学あそび」は、図書館の共催事業で科学を学ぶ実験をおこなうもので、もう一

つの天体望遠鏡を使った事業を考えておりましたが、講師の体調不良のためこちら

のほうは中止を予定しております。 

「自然科学体験」は、「移動型プラネタリウム」を考えていますが、１回５０名程

度の小学生を対象として実施するそうふけ公民館の夏の事業の目玉と考えておりま

す。 

「工作教室」は、小学生向けの「よく飛ぶ紙飛行機の飛行実験」を企画しておりま

す。「トールペイント」につきましては、大人事業として実施を見込んでおります。 

「体験講座」は、「絵手紙」の体験を大人事業として企画しております。 

「ふれあい大会」は、地域の「牧の原スポーツクラブ」と、世代間交流を目的とし

てニュースポーツの「モルック」を実施するものでございます。 

「大人対象事業」は、「生活改善講座」として「３講座を企画しておりますが、現

状のニーズを勘案いたしまして、そのうち２回をスマートフォンの使い方を学ぶと

いうもので検討しております。 

「体操講座」はそうふけ公民館で活動されるサークルの方を講師としてお招きし

て実施するものでございます。 

以上が、そうふけ公民館の令和５年度の事業計画でございます。 

 

続きまして、印旛公民館ですが、資料の１１ページから１６ページをご覧くださ

い。 

当初計画では、「子ども対象事業」を６事業、「大人対象事業」を９事業の全 15
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本埜公民館長 

 

 

 

事業、２５講座を計画しております。 

「子ども対象事業」では、新規事業で「筑波山登山」及び「印旛地区の民謡を学ぼ

う」を企画しております。「筑波山登山」は、親子で筑波山に登りながら自然と触れ

合う喜びを味わうことを、「印旛地区の民話を学ぼう」は、印西市において古くから

伝わる民話の「素話」を通して、地元への思いを育むことをそれぞれ目的としており

ます。 

「親子カヌー教室」、「夏休み科学教室」、「夏休み工芸教室」は、いずれも子ど

もや親子を対象とした事業でございまして、それぞれ７月から８月にかけて計画し

ております。「親子カヌー教室」は、親子で協力してカヌーの操縦に挑むことで、絆

を深めながら自然と触れ合う喜びを分かち合うものでございます。また、「夏休み科

学教室」と「夏休み工芸教室」は、それぞれ元となる材料から一つの工作物を作り上

げ、その喜びを味わうものでございます。この中で、「親子カヌー教室」は、定員は

これまで２０組４０人でしたが、令和５年度は２４組４８人に拡大して行う計画で

おります。 

「冬休み書初教室」は、日本の伝統文化である書道を通して、自分の手で書くこと

の重要性を学ぶもので、１２月に計画しております。 

次に、「大人対象事業」では、新規事業で「相続学習教室」を１１月に企画してお

ります。明治安田生命の社会貢献事業の活用ですが、相続について、知識を整理して

今後の人生の一助とすることを目的としております。 

「みんなのいけばな教室」は、生け花を通して礼儀や作法の向上を図るもので、５

月から６月に第１回目を、１２月に第２回目を計画しております。 

「初心者のための絵手紙教室」は、草花や身近なものを題材に絵手紙の描き方を学

ぶもので、６月に連続２回のコースで計画しております。 

「癒しのアロマ」は、草花の香りを通して心と体の内面を安定させることの大切さ

を学ぶもので、６月に第１回目を、１月に第２回目を計画しております。 

「自力整体教室」は、自分で慢性的な不調を改善して、病気予防の自己治療法を学

ぶもので、９月に連続２回のコースで計画しております。 

「はじめての yoga」は、ヨガの基本を学びながら、メンタルバランスの重要性を

学ぶもので、９月から１０月まで１週間に１回、連続４回のコースで計画しておりま

す。 

「おとなの工芸教室」は、竹ひごを編み込んで竹かごを作り、元となる材料から１

つの工作物を作り上げ、その喜びを味わうもので、１１月に計画しております。 

「竹あかり教室」は、内側の節を抜いた１本の竹の表面に穴を開けて、内部に LED

ライトを入れて竹とうろうを作るもので、１２月に計画しております。 

「雪割草の苔玉づくり」は、雪割草を使って苔玉を作り、苔の魅力を感じるもので、

１月に計画しております。 

以上が、印旛公民館の令和５年度の事業計画（案）でございます。 

 

続きまして、本埜公民館でございますが、資料の１７ページから１８ページにかけ

てご覧ください。 

令和５年度は、小林公民館の保全改修工事完了後に、本館の保全改修工事を秋から

着手する予定でおりますことから、１０月以降の閉館を見据え、８月いっぱいを目途
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に全事業を実施することといたしました。 

当初計画では「子ども対象事業」を５事業、「大人対象事業」を１事業の全６事業、

８講座を計画しております。 

はじめに、「子ども対象事業」でございます。 

「子ども和太鼓教室」は、低学年コース、中高学年コース、例年ですと秋の公民館

まつりに向けて複数回実施してまつりの際にその成果発表という形でやっておりま

すが、工事の関係もありますので、今回は体験型の単発型の事業で企画をしておりま

す。 

次に、「子ども生け花教室」です。例年同様の継続事業であり、２回の講座を予定

しています。 

１８ページをお願いいたします。 

「わくわくスポーツ教室」は、例年ですと複数回開催しているところですが、講師

役として順天堂大学の学生さんにお願いしておりますが、教育課程等の都合もあり

ますことから、単発での実施を予定しています。 

次に、「ふるさと再発見」は、「ホタル観察会」と「蝶とトンボの観察会」の２講

座を実施いたします。里山の草木が青々と繁茂し、昆虫たちが多く観察できる夏場の

開催で企画しています。 

最後に、「大人対象事業」でございます。 

「楽しく学ぶ！認知症予防講座」は新規事業となります。明治安田生命の社会貢献

事業を活用し、主にシニア世代の方を対象に、セカンドライフを安心して暮らすため

に、認知症対策について楽しく学び、生きがいづくり、健康づくりの一助とすること

を目的に企画いたしました。 

以上が、本埜公民館の令和５年度の事業計画でございます。 

 

続きまして、中央駅前地域交流館でございますが、資料の１９ページから２７ペー

ジをご覧ください。 

令和４年度の参加者からの意見感想を踏まえ、「子ども対象事業」を１４事業、「大

人対象事業」を１１事業、共催事業を２事業、計画しております。 

子ども対象事業については、ちば電子申請サービスの他、スクリレ等も活用し広く

広報したいと考えております。 

２０ページ「子ども対象事業」の科学あそび、及び２５ページ「大人対象事業」の

資産運用講座「はじめての NISA」講座は、企業による社会貢献事業を活用し、時代

に即した事業を実施いたします。 

２５ページ「はじめての NISA」については新規事業で、５年度のテーマでもある

「生活」に密着した、より良い暮らしのためのライフプランが重要と考え、適切な資

産形成に興味のありそうな世代をターゲットに週末に開催する予定です。 

また、２４ページ「収納講座」につきましては、４年度新規事業で開催したところ

好評をいただきましたので、５年度も計画いたしました。日常生活で活用できる、収

納、片付けのコツを学ぶもので、「片づけられない心理」、「物があふれる仕組み」、

「収納ポイント」、「収納事例」等の内容で行う予定でございます。 

２７ページ、おもちゃの病院との共催事業「ものづくり講座」の上級編を新規事業

として計画いたしました。４年度に参加いただいた５年生９人を対象に上級編への
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議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

参加希望を募ったところ、希望者がおりましたので更なる技術能力向上、創造性を育

む未来の科学者への一助と期待し実施いたします。 

令和５年８月より（仮称）千葉ニュータウン中央駅圏複合施設整備事業に係る駐車

場使用不可期間となります。交流館利用者の方には、徒歩並びに乗り合わせのご来館

をご協力いただくとともに、車でお越しのお客様には、市で契約した近隣の駐車場を

ご案内いたします。 

なお、他の公民館の利用状況を提供し活動を継続していけるよう、サポートしてま

いりたいと思います。 

以上が、中央駅前地域交流館の事業計画の主なものでございます。 

 

 補足説明をいたします。 

令和４年度事業報告書「あゆみ」の６７ページをご覧ください。印西市立公民館の

設置及び管理に関する条例第４条第２項で、「公民館を使用しようとする者は、対象

区域内の住民とする。」とございます。続きまして資料の８０ページをご覧ください。

別表で公民館ごとに対象区域が定められておりまして、それぞれの学校区が示され

ておりますけれども、そうふけ公民館は主にニュータウン区域の利用者の事業運営

を行うということで、駐車場問題も出てくるのかなと思っております。 

そうしますと、やはり公民館の対象区域の地区別の人口ですとか年齢層、そこでサ

ークル活動される団体の数、内容によって、各公民館で事業が違いますし、回数も異

なっております。地区によっては自然があったり歴史があったり文化財があったり

する場合にはそういったものを活用・題材とした事業も行われているということで、

それぞれの地区のニーズですとか、対象者に合わせた事業を行っているところです。 

私が思うのは、地区ごとの公民館の課題、市としての共通の公民館の課題、市民の

方が社会的に望まれているもの興味のあるものを、ある公民館でやってみて好評で

あれば他にもやっていくとか、共通の認識として人生１００年時代というなかで生

涯学習を推進していって、例えばより質の高い学習、リスキリングというのも言われ

ておりますが、そういったものを共通のものとして何かあればやっていきたいと思

いますし、それぞれ公民館の事業ごとの利用者数がお示しできれば、こういった事業

については市民の方が喜ばれているとか、そういったものが皆様にお示しできれば、

今後の議論をしていただく中で何か参考になるかなと思った次第です。 

以上です。 

 

事務局からの説明が終わりました。内容等につきまして、何かご質問等がございま

したら挙手の上、お願いいたします。 

 

ご説明ありがとうございます。 

２点ございます。まず１点は、比較対照ということで、例えば令和４年度の実績

と令和５年度の事業計画ですとか、子ども対象事業と大人対象事業、共催事業で内

訳があると非常に見やすいのはないか思います。中央公民館では大人対象事業と子

ども対象事業が同じくらい、そうふけ公民館では子ども対象事業が６で大人対象事

業が２と、明らかに子ども中心とした事業と。印旛公民館で見れば子ども対象事業

が６で大人対象事業が９ですから大人対象事業が中心ということで地域性が出てい
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中央公民館長 

 

 

 

 

 

 

るというようなかたちもありますし、そうふけ公民館と小林公民館についても保全

改修を行いますので参考になりませんけれども、中央駅前地域交流館では子ども対

象事業が１４、大人対象事業１１、共催事業が２ということですから子どもを中心

とした事業を行っているなというふうな「見える化」を行っていただくと非常にわ

かりやすいのかなと。 

それから、先ほど中央駅前地域交流館ではこれは新規事業ですというかたちで明

確にしていただいたのですが、この中で子ども対象事業を新規なのか継続なのか、

次回からで結構でございますので「見える化」していただくと非常にわかりやすい

と。 

先ほどのお話にもありましたように、各自に共通認識でやらないといけない部分

については、積極的に行っていく。例えば地震とか防災とか減災とか、そういった

部分の周知とか、皆さんのアンケートニーズを基に行ったというのは十分理解でき

る部分ではございますが、身近に起きている社会現象や自然災害とかそういったも

のを含めたうえでの検討もあるのではないかと思います。 

ここには予算の問題が出てこないのでわからないですけれども、そういったもの

を含めて「見える化」していただくとわかりやすいと思いますので、検討をお願い

したいと思います。 

 

要するに資料の作成についてということで、各館ごとに横並びで大人対象事業は

云々という形で一覧にしてほしいというご意見だと思いますが、いかがでしょう

か。 

 

 「あゆみ」につきましても、事業計画につきましても、例年書き方は工夫してお

りますので、ご意見があったということも踏まえまして、取り入れていける部分に

ついては直していきたいと思います。 

 

 私はサークルで中央駅前地域交流館を利用させていただいておりまして、委員に

なってはじめてこの書類を見てこんなに主催事業をやっていただいているのだな

と、非常に感動も覚えました。頑張っていただいているのだなと思いました。 

 ただ参加者がどういった状況なのかというのをもうちょっと研究して調べさせて

いただきたいなと思っております。 

 先ほど主催事業については４万人にしたいというお話がありましたが、前年度の

実績が１万５千人から２万人でこれは何か勝算があってのお話なのかお聞きしま

す。 

 

 今の段階で講師や部屋や人数が分かっていないものもありまして、それは計画に

含めておりません。また中央駅前地域交流館では通年事業がありまして、毎日午前

午後で２～３回に分けているものに関しては、何人対象というよりもそこの部屋に

入れる数での計算になりますので、延べとして計画の段階で対象人数が多くなって

しまいます。実際にそれで来た・来ないというのがあるので、イベントとしてこの

日に特別にやろうとなると、そのくらいの数に減っていくという形です。 

結果としては通年事業を含めてこのくらいの来館者があったということで出して



14 
 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館長 

 

 

 

おりますので、計画の中にも含めておりますけれども、大きな差が出てしまって分

かりづらかったかもしれませんが、よろしくお願いいたします。 

 

 報告と事業計画はよくわかりましたが、サークル関係の話が出ていません。サー

クル活動を皆さん抱えておりますが、利用数としては圧倒的にサークル関係が多い

わけですよね。それぞれの公民館、交流館にいろいろな団体ができているかと思い

ますが、利用サークルの集まりである団体の活動に対してはどんな認識をお持ちで

すか。 

地域の文化交流や福祉の向上のためといった目的をもって、自分のサークル以外

のことは本当はやりたくないというのが本音のところはありますが、中央駅前地域

交流館でしたら懇話会というのが何とか頑張って皆さんによりいい方向にもってい

きたいなという気持ちを持っているところもありますけれども、気持ちとしては余

計な事をしたくないという雰囲気になっているサークルの所属の皆さんも多いわけ

です。 

それに対して公民館側の立場としてはそういった団体に対する意識はどのような

お考えをお持ちなのかをお聞きしたいです。 

あくまでも自主だから勝手にやってよという意味でほったらかしている状態にし

ているのか、その辺のご意識をお聞きしたいと思います。 

 

 お答えいたします。参考までに各館でどういったサークルが活動をされているの

かにつきましては、あゆみの５９ページから各館に登録されている団体と利用集計

を出しておりますので、ご参照ください。 

 サークル活動をすることで体にも心にも潤いを持つことができる生涯学習をする

ということに、我々は支援をする立場でございますので、例えば、どの館でもある

かと思いますが、大きなプレートでサークル活動のご紹介をしております。また協

議会としての活動が大変だというお話がありましたけれども、そういうことも含め

まして、相談があればできる限り支援していくという考えで各館行っているところ

です。 

 

 もう１点申し上げます。１つは先ほど申し上げた「見える化」という部分と、も

う１つは公民館ですからメインとして貸館業務があると思います。 

令和５年度は団体数が増えて、貸館業務の内容も変わってくるものと思います。

本埜公民館は改修工事がありますので貸館がメインになってくるのではないかと思

いますが、サークル活動で利用する団体に気持ちよく帰っていただくためにやらな

ければならない部分がコロナの関係で縮小していたわけですから、令和５年度の登

録団体がどのくらいあって、実際それが増えたのか減ったのか、わかる範囲でお願

いします。 

 

登録団体数は特に変わった感じは受けておりません。 

コロナの影響というお話がありましたが、活動自体が制限されていたということ

で、コロナになったから活動団体が減ったとか、コロナが明けたからサークル数が

増えたといったことはあまり現場としては感じておりません。 
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本埜公民館長 

 

 

コロナの制約が取れたことで活動自体がまた活発になってきて、そういった中で

まつりが開催されて、というような感覚を持っております。 

 

 登録団体数として増減はあまりなく、活動の状況がコロナで停止していたものが

また戻ってきたということでしょうか。 

 

はい。 

 

 いつも興味のそそられるような事業内容をお示しいただきありがとうございま

す。印旛公民館は事業名がキャッチーでとてもそそられるのですが、中央公民館の

私と家族の相続講座の遺影撮影会というのはどういったものでしょうか。 

 

 中央公民館の利用サークルの写真クラブに協力をお願いして、希望される方に遺

影撮影会を検討しているところでございます。みなづき祭におきましても、イベン

トの一つとして以前、遺影撮影会を実施したことがございまして、この講座の際に

も、ということで検討しております。 

 

 以前撮っていただいたことがあり、とてもきれいに撮っていただけました。 

特に中央公民館のほうでは館の事業とサークルを結び付けて地域活性化を図って

いこうという意図が見えて、とても楽しみだなと思っております。 

私は木下に住んでおりまして、小学校の高学年の子や中学生の子はどこで遊んで

いるのかな、と思うことがありまして、公民館がそういった一つの受け皿になるこ

とは大事なのではないかと思っております。ですから、サークルの方と事業を結び

付けるという新しいやり方はぜひ成功してほしいと思っております。 

３つの館で明治安田生命と共催で事業を実施するようですが、資料を読む限りで

はそれぞれの館で異なるものを実施するのかなと思ったのですが、実際にはその辺

のところがどうなっているのかと思いました。 

こちらからの要望として、可能であれば、それぞれの館で異なるものを実施して

いただければと思います。一連の計画があると思いますが、それぞれの館で異なる

ものを実施してみて、それに参加された方のアンケートでまた次年度の計画をされ

たらどうかと思いました。 

 本埜公民館で太鼓を毎年やっていただいているのですが、実績を見ますと、高学

年のほうは参加者が３名ということで、今年度も６月に計画されていますが、参加

者がいるのかなと心配をしていたのですが、定員割れしたときにどういう工夫を館

としてされているのか、というところをお聞きできればお聞きしたいし、改修工事

に入ってしまうので、新しいことをするというよりは、今までのものを低学年でや

っていた子たちを高学年でもやってみたいと思わせるような工夫とかお考えがあれ

ばお聞きできればと思います。 

 

 昨年度ですが、募集はかけましたが、講師の先生が体調不良ということで低学

年、中学年のコースは中止をさせていただいております。今年度につきましては、

６月２５日実施予定で低学年のコースは１２名ということで中高学年につきまして
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そうふけ公民

館主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

も９名の参加をいただいておりまして、昨年度よりは多くなっております。 

例年ですと本来は秋の公民館まつりに照準を合わせて、複数回実績を重ねて、祭

りの際に発表の場という形でやっていきたいところなのですが、今年度は改修工事

に入るということで単発になっておりまして、最後に発表するというゴールを目指

して、練習を重ねて発表につなげていきたいというのはあります。工事期間が長く

なってしまいますが、そういったものも子どもたちに人気のあるものですので、複

数回できるような形でいきたいと思います。 

 

 明治安田生命の事業の内容は、３回それぞれ違うものになりますか。 

 

 内容は異なるものを企画しております。 

 

 改修工事が続きますが、その際の職員の配置はどうなるのでしょうか。印旛公民

館のような多様なイベントがあるところでは職員の方が補助で入ればいろいろなこ

とができる可能性があるのではないかなと思います。補助が入ればイベントも増え

るのではないかなと思いました。 

そうふけ公民館は利用者に対してイベントが少ないなと思ってしまったのと、科

学あそびで講師が不在で中止となることでしたが、子どもたちの貴重な経験といい

ますか夏休みの大イベントですので、大変だと思いますが、代替の事業等何かでき

ないかなと思いました。 

サークルの方を巻き込んで、サークルに声をかけてみる等してみるといいのでは

ないか思いました。懇話会に出ますと高齢化が深刻な問題になっておりますので、

いいアピールになると思いますので、巻き込んでやってはいかがかなと思います。 

  

 小林公民館の職員は、大規模改修工事の間、本埜公民館で事務を執らせていただ

いております。基本的には本埜公民館の補助という形で貸館の事業ですとか、予算

の関係ですとかありますけれども、基本的には工事の関係のほうで定例会等の手続

きがあるのと、議会の関係がございますので、事業という形ではやっておりません

が、本埜公民館のお手伝いということでやらせていただいております。今度本埜公

民館が工事に入りますと、本埜公民館の職員が小林公民館に来る予定となっており

ます。 

 

 夏休み事業について回答いたします。先ほど天体望遠鏡を使った事業について中

止と申し上げてしまいましたが、講師の方が療養中ということで、回復を待って再

度依頼をかけてみたいと思っております。星座は夏の星座もありますし冬の星座も

あります。また冬にできるということであれば継続して実施していきたいと考えて

おります。 

その他の夏休み事業ですが、なんでもチャレンジャーズ、すごくよく飛ぶ紙飛行

機、科学あそび、プラネタリウムを各１回ということで少ないかもしれませんが、

事業を実施していきたいと考えております。 

 

 



17 
 

委員 

 

 

 

中央公民館長 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

中央公民館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中央公民館の３ページのセカンドライフと生活費の一般公開講座は、どのように

広報をしていますか。定員はどのくらいでしょうか、個人的に受けたいと考えてお

りますが未だ余裕はありますか。 

 

 広報やホームページで募集をかける予定です。定員につきましても記載予定で

す。 

 

その他、何かございませんか？ 

質疑等が無いようですので、報告事項（２）「令和５年度公民館等事業計画につ

いて」は、終了いたします。 

 

続きまして、報告事項（３）「その他」について、事務局より説明をお願いしま

す。 

 

それでは、その他について報告いたします。２点、報告がございます。 

まず１点目は、条例改正の件についてでございます。こちらにつきましては、昨

年度末の会議の際に触れた件で、再任の委員の方々はご存じの部分もあるかと思い

ます。 

その会議の際には、「令和５年度中に公共施設予約システムの更新と窓口での使

用料の支払い用のキャッシュレス端末の導入を予定しており、ＤＸ推進課が中心と

なって進めているものでございますので、詳細がわかり次第、随時、必要な準備

と、利用者への周知に努め、利用者の利便性の向上に努めてまいります。」とお伝

えしておりました。 

こちらの件につきまして、令和５年１０月からシステム変更となったことを受

け、市民の利便性向上の為、変更後のシステムによる手続きが可能となるよう必要

な手続きを行いました。 

具体的には、只今行われています６月議会において、「印西市立公民館の設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例」として上程しました。 

この条例改正の内容の趣旨でございますが、公民館を使用する際の手続きとし

て、改正前は「使用申込書を提出する必要がありました」が、改正後は「使用申込

書の提出を不要とする」ことで、システム上で使用料の支払いまで行い、手続きが

完了できるようにするものです。 

この改正により、利用者にとっては手続きの選択肢が増え、利便性の向上につな

がるものと考えております。 

 

次に２点目でございます。 

こちらにつきましても、システム変更に関連するものでございます。 

この度、条例の改正の手続きを行いましたが、今後「印西市立公民館の管理及び

運営に関する規則」についても、必要な部分において改正する予定でおりますこと

を報告いたします。 

以上でございます。 
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中央公民館長 
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進行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進行 

 

 

 

進行 

事務局からの説明が終わりました。内容等につきまして、何かご質問等がござい

ましたら挙手の上、お願いいたします。 

 

 これは今、市全体の利用方法についてのシステムの変更を検討しているというこ

とでしょうか。今年度中には稼働しないということでよろしいでしょうか。 

 

この１０月１日から稼働予定になっておりまして、システムが動いても利用者が

そのシステムを利用できないと困りますので、必要な部分について条例・規則の改

正を行うものです。 

 

条例の部分はそれで結構ですが、利用者にとっての周知はどのようにされるので

しょうか。 

 

システム所管課のＤＸ推進課から９月の広報での周知ということを伺っておりま

す。 

 

その他、何かございませんか。 

質疑等が無いようですので、報告事項（３）「その他」については、終了いたし

ます。 

以上を持ちまして、本日予定しておりました議事は全て終了しましたので、議長

の任を解かせていただきます。 

スムーズな議事進行にご協力をいただきまして、ありがとうございました。 

 

常光委員長におかれましては、議事進行を賜りましてありがとうございました。 

さて、「次第の１０ その他」でございますが、 

事務局より２点ご連絡いたします。 

１点目、提出書類につきまして、今回、初めて委員になられた方には、開催通知と

一緒に「債権債務者情報登録依頼書」及び「マイナンバー届出書」を同封させていた

だいております。提出がまだの方は、お帰りの際に事務局にご提出願います。 

２点目、委員の皆様には報酬を支給させていただきます。２週間程を目安に振り込

ませていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。  

その他につきまして、事務局からの連絡は以上でございます。 

 

この他に、委員の皆様から何かございましたらお願いいたします。 

 

（特になし） 

 

以上をもちまして、令和５年度第１回印西市公民館運営審議会を閉会とさせてい

ただきます。長時間、ありがとうございました。 
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